
質
問
一

年
少
・
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
の
原
因
は
。

二

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
後
期
基
本
計
画
を
全
面
的
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

地
方
創
生
の
政
策
の
具
体
化
の
た

め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
農

業
支
援
、
２
番
目
の
子
の
保
育
料
の
半

額
助
成
、
給
食
費
の
助
成
な
ど
を
行
い
、

国
の
財
政
支
援
を
得
て
は
い
か
が
か
。

四

不
要
不
急
な
事
業
を
控
え
、
運
動

公
園
第
二
期
整
備
（
拡
張
）
と
圏
央
鶴

ヶ
島
イ
ン
タ
ー
か
ら
の
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
を
。

答
弁
一
（
市
長
）

出
生
数
の
減
少
の

ほ
か
、
就
職
や
結
婚
な
ど
を
契
機
と
し

た
転
出
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
。

二

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
農
業

大
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
な

ど
、
若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
推
計
さ
れ
る
人
口

よ
り
も
１
０
０
０
人
の
増
加
を
目
指
し

て
い
く
。

三

国
か
ら
の
交
付
金
を
よ
り
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
事
業
選
定
を
行
う
。

四

運
動
公
園
の
整
備
は
、
多
く
の
方

に
望
ま
れ
て
お
り
、
国
庫
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
て
段
階
的
に
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
都
市
計
画
道
路
は
、
農
業

大
学
校
跡
地
の
活
用
や
運
動
公
園
の
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
整
備
に

向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
。

質
問
一

現
在
の
自
治
会
加
入
率
は
。

二

ご
み
集
積
所
の
設
置
件
数
は
。

三

鶴
ヶ
島
市
ご
み
及
び
資
源
の
集
積

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
要
綱
の

周
知
は
。

四

要
綱
に
お
い
て
、
ご
み
集
積
所
の

設
置
は
自
治
会
の
加
入
を
前
提
に
し
て

い
る
の
か
。

五

自
治
会
か
ら
の
要
望
や
意
見
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

自
治
会
加
入
率
は

６５
・
３２
㌫
で
あ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
加
入
世
帯
数
は
毎
年
１
０
０
世
帯

ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

二

平
成
２７
年
１１
月
３０
日
現
在
、
１
１

４
０
件
で
あ
る
。

三

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
生
活
環
境
課

窓
口
で
の
周
知
、
各
自
治
会
長
へ
の
要

綱
等
の
配
付
の
ほ
か
、
開
発
業
者
へ
の

ご
み
集
積
所
の
設
置
指
導
を
し
て
い
る
。

四

要
綱
は
ご
み
集
積
所
の
設
置
と
管

理
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
会
へ

の
加
入
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。

五

ご
み
集
積
所
の
設
置
に
補
助
金
を

出
し
て
ほ
し
い
、
分
別
が
正
し
く
さ
れ

ず
、
ご
み
が
残
さ
れ
て
い
る
、
ご
み
集

積
所
が
遠
い
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
地
確
認
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
地
域
の
実

情
に
沿
い
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

鶴
ヶ
島
市
に
お
け

る
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

ごみ集積所

年
少
・
生
産
年
齢
の

人
口
減
少
に
つ
い
て

�
田

克
彦
議
員

若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
を

促
進
す
る

地域の実情に沿いながら

課題解決に取り組む

出雲敏太郎 議員

ごみ集積所の設置及び
管理等について

前・後期基本計画

つるがしま市議会だより第１７４号 〔８〕


